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基礎からわかる
地震のメカニズムと予測

（８）南海トラフ地震臨時情報



・南海トラフ沿いではプレート境界型の巨大地震が
100～200年程度の時間間隔で繰り返し発生してきた

・前回の昭和東南海・南海地震から約80年経過してい
る

・東側（東海沖）と西側（四国沖）のプレート境界が
同時に破壊される場合もあるし，時間差を伴い破壊さ
れる場合もある

約2年の時間差（東→西）
約32時間の時間差（東→西）
東西同時



Yokota et al. (2016)

海底地殻変動から推定されたプレート境界の固着状況



２つの地震発生域（アスペリティ）の破壊過程の数値
シミュレーション

1つのアスペリティが破壊された後，ゆっくりとしたす
べりが2つめのアスペリティに伝播していき，時間遅れ
を伴い2つめのアスペリティで地震が発生する．

Kato (2004)

一つめの地震

二つめの地震

余効すべりの
伝播
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大きい地震は続けて発生する傾向がある
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